
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちちぶ環境基本計画 概要版

ちちぶ圏域（秩父市、横瀬町、皆野町、長瀞町、小鹿野町）は、同じ気候・風土などを共有する地

域であり、近年のさまざまな環境問題に対応していくためには、地域が一体となった広域的な取組

が重要と考え、この計画を策定しました。 

○ 計画の目的 

生活環境 

大気 水質 悪臭 

騒音・振動 廃棄物 等 

快適環境 

景観 歴史的文化遺産 

公園 交通 等 

自然環境 

動物 植物 水源 

森林 農地 等 

 地球環境

  地球温暖化・オゾン層の破壊・酸性雨・資源・エネルギー等 

環境といっても私たちの身の回りには、いろいろな“環境”があります。 

○ 計画の対象とする環境 

○ 住民の皆さんが思う、未来の圏域の環境は？ 

計画の策定に先立ち、圏域の住民の皆さんにアンケート調査を行いました。 

皆さんが思う、未来のちちぶ圏域の環境像とは？ 

アンケート調査内容；圏域の 18 歳以上の住民 1,000 人を無作為抽出し、 
郵送で行いました。（有効回答 457件）           ※このグラフは複数回答項目 

圏域の“環境”に対する、皆さんの熱い思いが伝わってきました。 

アンケートの回

答から、皆さん

が、圏域の緑と

水の豊かさを未

来に継承してい

くことを望んで

いることが伺え

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 計画の期間 

2013 年度 

スタート 
2022 年度 

ゴール 
 

計画の目標達成期間は、10 年間で、社会情勢や環境情勢などの変化で、必要に応じて見直しを行う
予定です。10 年間、みんなで頑張っていきましょう！！ 

適宜、見直し 

○ 望ましい圏域の環境像（スローガン） 

 
 荒川の清流が 未来につながり 

 だれもがいきいきと安心に暮らせるまち

皆さんが思う、未来のちちぶ圏域の環境を目指すために、「望ましい圏域の環境像（スローガン）」 
を掲げます。 

環境像実現のため、５つの基本目標と各個別目標を設定しました。 

○ 環境像を実現するための基本目標と個別目標 

 基本   「豊かな自然を守り、

 目標１     多様な生きものが共生するまち」

 基本  「澄んだ空気と水に恵まれた安心で

 目標２         健康なくらしができるまち」

 基本  「循環型社会が進み、

 目標３            歴史文化が薫るまち」

 基本  「地域資源を活用した

 目標４         持続可能な低炭素なまち」

 基本  「パートナーシップで進める、誰もが

 目標５  参加したくなる環境活動の盛んなまち」

森林を育て、豊かな水を守ろう 

農地を守り、活かそう 

生物多様性を維持しよう 

きれいな空気を守ろう 

きれいな水を守ろう 

安全なくらしを守ろう 

豊かな土地を守ろう 

健康で安心なくらしを守ろう 

３Ｒに取り組み、ごみを減らそう 

ふるさとと歴史を感じる景観づくりを進

めよう 

 再生可能なエネルギーを推進しよう 

 低炭素なまちづくりを推進しよう 

 緑化を推進しよう 

 環境を学び、活動を広げよう 

 積極的に環境配慮商品の購入を進めよう 

 環境に負荷の少ない企業経営を進めよう 
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○ 目標に対する住民・事業者・市町（行政）の取組  

   

  

望ましい圏域の環境像を実現するためは、住民・事業者・市町（行政）が協働で取り組むこと
が不可欠です。そこで、それぞれの役割を定めました。 

   ＜住民＞ 
 植樹、下草刈りや間伐作業

による保全活動に参加・協力
します 

 地元の農産物を積極的に購
入します 

 動植物の保護活動に参加・
協力します       …etc 

＜事業者＞ 
 山や川を自らが排出するもの

で汚さないように努めます 
 遊休農地を活用した事業に

参加・協力します 
 有害鳥獣の拡大防止に協力

します 
                   …etc 

＜市町＞ 
 秩父産材の活用と間伐材の

利用促進 
 環境保全型農業の支援 
 生物多様性の保全 

                
 

…etc 

＜住民＞ 
 アイドリング・ストップを徹底

します 
 洗剤等の適正使用に努め、

油の流出を防止します 
 可能な限り、公共交通機関

を利用します 
…etc 

＜事業者＞ 
 時間差出勤等で、渋滞緩和

に協力します 
 農薬や肥料の適正使用を行

います 
 エコドライブを推進します 

 
…etc 

＜市町＞ 
 エコカーへの転換、導入支

援と啓発 
 地下水、河川水の水質の

監視 
 環境影響評価制度の活用 

                    
  …etc 

＜住民＞ 
 ごみの発生抑制（リデュース）

に努めます 
 マイバッグを持参します 
 環境美化活動に積極的に参

加・協力します 
 

                  …etc 

＜事業者＞ 
 化学物質の保管・輸送・廃棄

など、適正に管理します 
 細かい分別に努め、有価物

量を増やします 
 ごみの不法投棄の監視等に

参加・協力します 
                  …etc 

＜市町＞ 
 廃食油を回収し、自動車燃

料（BDF）として利用促進 
 グリーンコンシューマーの育成 
 花いっぱい運動の促進支援 

 
 

                  …etc 

＜住民＞ 
 生活に太陽光や太陽熱、雨

水等利用します 
 エコライフ DAY を実践します 
 生垣や夏場に“緑のカーテン

を導入し、植物を増やします 
 

                 …etc 

＜事業者＞ 
 小水力発電等の自然エネル

ギーの導入に努めます 
 LED 照明等を利用し、省エネ

化を進めます 
 積極的に緑化運動等に参加

します 
                 …etc 

＜市町＞ 
 自然エネルギーの公共施設

への積極的な導入と活用 
 公共施設等の照明の LED 化 
 エコライフ DAY の推進と支援 

 
                 …etc 

＜住民＞ 
 積極的に環境活動、環境イ

ベントに参加します 
 環境配慮商品を購入します 
 事業者と連携し、環境学習の

推進や啓発活動を行います 
 

                  …etc 

＜事業者＞ 
 事業活動における環境への

取組等を情報発信します 
 積極的に地元産材を購入し

ます 
 住民や行政と連携し、環境

学習の推進や啓発活動の支
援を行います    …etc 

＜市町＞ 
 協働のための機会づくりと支

援 
 グリーン購入法への対応と取

組の推進 
 企業の CSR の取り組みへの

情報提供と支援 
                 …etc 

住民・事業者が、

取組やすい環境

づくりを市町が担

います！！ 

基本目標１ 基本目標２ 基本目標３ 

基本目標４ 基本目標５ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 重点的な取り組み と 地球温暖化への対応 

資源活用による 
循環型の 

 地域づくり

創エネ・省エネで 
低炭素な 

 地域づくり

横断的 
取り組み 

ちちぶ環境基本計画の全体的な推進 

重点 重点 

 

 ○ 圏域全体の CO2排出量削減目標 

1990年 2022年 

4,374.4 

千 t-CO2 

2,274.7 
千t-CO2 

 ▲48% 

皆さんの力

で、実現を

目指しまし

皆さんの力で、実現を目指しましょう！！ 

 ○ この計画に関するお問合せ先 

ちちぶ環境基本計画策定委員会 事務局 （秩父市役所環境立市推進課内） 

〒３６８－８６８６ 秩父市熊木町８－１５ 

TEL：２２－２３７８   FAX：２２－２３０９   E メール：kankyo@city.chichibu.lg.jp 

ちちぶ定住自立圏 
（秩父市・横瀬町・皆野町・長瀞町・小鹿野町） 

圏域の CO2

排出量の削

減は、地球

環境にも貢

献します。 

 


